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(54)【発明の名称】 電子内視鏡装置

(57)【要約】
【課題】  良好な操作性の下に、より多くのスイッチ機
能を備えるようにする。
【解決手段】  電子内視鏡１０の操作部１１に、フリー
ズスイッチ２３、光学拡大スイッチ２５等の複数の操作
スイッチを備え、この電子内視鏡１０にはプロセッサ装
置を介してビデオプリンタ等の記録装置が接続される。
そして、上記フリーズスイッチ２３と同時に又はフリー
ズ動作中に光学拡大スイッチ２５を押したとき、電子内
視鏡１０のＣＰＵは上記記録装置を作動させるように制
御する。また、この光学拡大スイッチ２５として、Ｆａ
ｒスイッチとＮｅａｒスイッチを設け、例えばこのＦａ
ｒスイッチを上記スイッチ２３と同時に又はフリーズ動
作中に押すことによってビデオプリンタ、またＮｅａｒ
スイッチを同様に操作することにより記録媒体を用いた
ファイリング装置に静止画を記録してもよい。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  固体撮像素子で形成された画像の静止画
を得るための画像静止スイッチを含む複数の操作スイッ
チを操作部に配置し、これらの操作スイッチからの信号
を入力した制御回路により各種制御を行う電子内視鏡を
備え、この電子内視鏡で得られる画像情報を記録装置へ
供給する電子内視鏡装置において、
上記電子内視鏡の制御回路は、上記画像静止スイッチと
同時に又は画像静止動作中にこの画像静止スイッチ以外
の所定の操作スイッチを操作したとき、上記記録装置の
静止画記録動作が行われるように制御することを特徴と
する電子内視鏡装置。
【請求項２】  上記所定の操作スイッチは複数の動作接
点を持つように構成すると共に、上記記録装置として複
数種類のものを接続・配置し、上記電子内視鏡の制御回
路は、上記画像静止スイッチと上記操作スイッチの異な
る接点の同時操作により、種類の異なる記録装置を作動
させるようにしたことを特徴とする上記請求項１記載の
電子内視鏡装置。
【請求項３】  上記所定の操作スイッチと画像静止スイ
ッチを、上記操作部を把持する手の親指が置かれる位置
の面とこの面の反対側に位置する面に配置したことを特
徴とする上記請求項１又は２記載の電子内視鏡装置。
【請求項４】  上記電子内視鏡の機能・動作のために設
けられている操作スイッチを、上記所定の操作スイッチ
として機能させたことを特徴とする上記請求項１乃至３
記載の電子内視鏡装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は電子内視鏡装置に
係わり、特に限られた数の操作スイッチにより多くの機
能操作を実行することができる電子内視鏡の構成に関す
る。
【０００２】
【従来の技術】電子内視鏡では、その操作部に多数の操
作スイッチ、レバー等が組み込まれ、術者はこれらを使
い分けつつ先端部を動かすことにより、被観察体内の観
察や処置等の各種の操作を行う。例えば、内視鏡操作部
には、先端部を上下、左右に曲げ操作するための上下、
左右のアングル操作ツマミ、このアングル位置をロック
するロックツマミ、先端部から被観察体内の内容物を吸
引する吸引スイッチ、観察窓等に送気／送水するための
送気／送水スイッチが設けられ、また観察画像の静止画
を得るためのフリーズスイッチ、この静止画をＶＴＲ
（Video Tape Recording）に記録するためのＶＴＲスイ
ッチ、シャッタースピードスイッチ等が配置される。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、最近で
は電子内視鏡で実行できる機能が多く設けられる傾向に
あり、操作部に配置する操作スイッチの数も増加してお
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り、操作性を損なわずに多くの操作スイッチを配置する
ことが困難になっている。例えば、増えた機能として光
学拡大機能、電子拡大機能等があり、これらを操作する
光学拡大スイッチ、電子拡大スイッチを操作部に配置す
ることになるが、電子内視鏡はその操作部を片手でホー
ルドし必要な操作スイッチを押しながら診断を行うもの
であるため、操作部をあるサイズよりも大きくすること
ができない。
【０００４】このため、新たな操作スイッチを接近させ
て配置したり、操作スイッチ自体を小型化したりするこ
とも可能ではあるが、無理な近接配置や必要以上の小型
化をすれば、操作性が大きく損なわれるという問題があ
る。
【０００５】本発明は上記問題点に鑑みてなされたもの
であり、その目的は、良好な操作性の下に、より多くの
スイッチ機能を備えることができる電子内視鏡装置を提
供することにある。
【０００６】
【課題を解決するための手段】上記目的を達成するため
に、請求項１の発明は、固体撮像素子で形成された画像
の静止画を得るための画像静止スイッチを含む複数の操
作スイッチを操作部に配置し、これらの操作スイッチか
らの信号を入力した制御回路により各種制御を行う電子
内視鏡を備え、この電子内視鏡で得られる画像情報を記
録装置へ供給する電子内視鏡装置において、上記電子内
視鏡の制御回路は、上記画像静止スイッチと同時に又は
画像静止動作中にこの画像静止スイッチ以外の所定の操
作スイッチを操作したとき、上記記録装置の静止画記録
動作が行われるように制御することを特徴とする。
【０００７】請求項２に係る発明は、上記所定の操作ス
イッチは複数の動作接点を持つように構成すると共に、
上記記録装置として複数種類のものを接続・配置し、上
記電子内視鏡の制御回路は、上記画像静止スイッチと上
記操作スイッチの異なる接点の同時操作により、種類の
異なる記録装置を作動させるようにしたことを特徴とす
る。請求項３に係る発明は、上記所定の操作スイッチと
画像静止スイッチを、上記操作部を把持する手の親指が
置かれる位置の面とこの面の反対側に位置する面に配置
したことを特徴とする。請求項４に係る発明は、上記電
子内視鏡の機能・動作のために設けられている操作スイ
ッチを、上記所定の操作スイッチとして機能させたこと
を特徴とする。
【０００８】上記請求項１の構成では、画像静止スイッ
チと他の所定の操作スイッチを同時操作し、又は静止画
動作中に所定の操作スイッチを操作することで、これら
のスイッチの操作が本来もつ機能と異なる機能である記
録装置の記録動作を実行できるので、スイッチの数を増
やすことなしに、より多くの機能を内視鏡に具備させる
ことができ、スイッチの良好な操作性も維持することが
可能となる。上記の他の操作スイッチとしては、電子内
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視鏡（スコープ）で設けられている機能又は処理を実行
するスイッチを選択することになる。
【０００９】上記請求項２の構成によれば、操作スイッ
チの数を増やすことなしに、より多くの機能を内視鏡に
具備させることができるばかりか、指を僅かにシフトさ
せるだけで、複数の記録装置に対する目的部位の静止画
の記録を簡単に、かつ迅速に行うことができる。
【００１０】上記請求項３の構成では、画像静止スイッ
チと同時操作の対象となる操作スイッチが、例えば四角
柱状の操作部の両側面（アングル操作ツマミが設けられ
た面を上に向けた場合の側面）に別々に配置されるの
で、把持する手の親指と他の指とで両操作スイッチを容
易に同時押しすることができる。
【００１１】
【発明の実施の形態】図１及び図２には、実施形態例に
係る電子内視鏡装置の内視鏡操作部周辺の構成及び回路
構成が示されており、図１に示されるように、電子内視
鏡（スコープ）１０は、操作部１１、挿入部（軟性部）
１２を有している。この挿入部１２の先端に、固体撮像
素子であるＣＣＤ（Charge Coupled Device）が設けら
れ、上記操作部１１から図の下側側面へ配置されたケー
ブル１３には、光源装置及びプロセッサ装置が接続され
ることになり、このプロセッサ装置に各種の記録装置が
接続される。
【００１２】上記操作部１１では、その四角柱状部分の
側面（図の上側側面）に送気送水釦２１、吸引釦２２、
フリーズ（画像静止）スイッチ２３及び電子拡大スイッ
チ２４が配置され、反対側面には光学拡大スイッチ２５
が配置され、操作部後端部にシャッタースピードスイッ
チ２６が組み込まれている。また、操作部１１の上面に
は、挿入先端部を曲げ操作するための左右アングルツマ
ミ２７Ａ、左右ロックツマミ２７B、上下アングルツマ
ミ２８Ａ、上下ロックツマミ２８Ｂ等が設けられる。
【００１３】そして、実施形態例では、従来のように記
録装置を作動させるための操作スイッチを特別に具備せ
ず、この機能は、上記フリーズスイッチ２３と同時に又
はフリーズ動作中に光学拡大スイッチ２５を押すことに
よって行うようになっている。この光学拡大スイッチ２
５の代わりに、電子内視鏡１０の内部の機能・動作（プ
ロセッサ装置等の他の装置の機能等を実行するものでは
なく、スコープで完結するもの）のために設けられてい
る他の操作スイッチ、例えばシャッタースピードスイッ
チ２６、或いは処置具起立レバー等を用いてもよい。
【００１４】この光学拡大スイッチ２５では、図２の操
作部拡大図に示されるように、ゴムカバー３０を備えた
スイッチ体３１の内部にＦａｒスイッチ（又は接点）２
５ＡとＮｅａｒスイッチ２５Ｂの二つが設けられ、この
Ｆａｒスイッチ２５Ａにより焦点距離を遠距離方向（拡
大方向）に、もう片方のＮｅａｒスイッチ２５Ｂにより
焦点距離を近距離方向（縮小方向）に操作することがで

4
きる。
【００１５】図３には、第１例の電気回路の構成が示さ
れており、電子内視鏡１０内には、上記フリーズスイッ
チ２３、光学拡大スイッチ２５（Ａ，Ｂ）等のスイッチ
からの信号を入力して各種の処理を実行するＣＰＵ３３
が設けられる。このＣＰＵ３３からの制御信号は、各種
の画像処理をするプロセッサ装置３４に一旦入力され、
このプロセッサ装置３４の出力端子３５を介して記録装
置である例えばビデオプリンタ３６に供給される。
【００１６】上記記録装置としては、このビデオプリン
タ３６の他に、従来からよく用いられるＶＴＲやハード
コピー装置、フロッピーディスク等の記録媒体に画像情
報を記録するデジタルイメージファイル装置等があり、
これらの記録装置を上記出力端子３５に接続してもよ
い。
【００１７】第１例は以上の構成からなり、その作用に
ついて図４を参照しながら説明する。電子内視鏡１０は
被観察体を撮像し、そのビデオ信号をプロセッサ装置３
４へ供給することになり、このプロセッサ装置３４にて
各種の信号処理が施され、これによりモニタに被観察体
像が表示される。そして、電子内視鏡１０のＣＰＵ３３
では、Step１０１にて上記操作部１１のフリーズスイッ
チ２３が押されたか否かを判定しており、YESのときはS
tep１０３へ移行するが、NOのときはStep１０２にてフ
リーズ動作中であるか否かが判定され、ここでYESのと
きもStep１０３へ移行する。即ち、フリーズスイッチ２
３が押されると静止画形成及び表示の処理が実行される
が、このフリーズ動作中であるか否かも判定される。
【００１８】次のStep１０３では、光学拡大スイッチ２
５Ａ，２５Ｂの何れか一方（両方が押されていてもよ
い）が押されているか否かが判定される。即ち、フリー
ズスイッチ２３と同時又はフリーズ動作中にＦａｒスイ
ッチ２５Ａ又はＮｅａｒスイッチ２５Ｂの何れか一方が
操作されたとき、プロセッサ装置３４を介してビデオプ
リンタ３６を作動させる制御信号を出力する。これによ
り、ビデオプリンタ３６は静止画をプリント出力するこ
とになる。
【００１９】また、図１の電子内視鏡１０においては、
左手のひらを操作部１１の背面（アングルツマミ配置面
の反対側）に位置させて操作部１１を把持し、各スイッ
チ２１～２６を操作するが、上記静止画像の記録操作で
は、直方体状操作部１１の図の上側側面に配置されたフ
リーズスイッチ２３を人差し指等で押し、同時に操作部
１１の図の下面に配置された光学拡大スイッチ２５を親
指で押すので、記録操作が極めて容易となる。即ち、操
作部１１を把持した手の人差し指と親指が自然に置かれ
る位置にあるフリーズスイッチ２３と光学拡大スイッチ
２５を記録操作用スイッチとして選択することにより、
同時押し操作を行い易くすることができる。
【００２０】図５には、実施形態の第２例の構成が示さ
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れており、この第２例は複数の記録装置を操作できるよ
うにしたものである。図５に示されるように、第２例に
おいても、フリーズスイッチ２３とＦａｒスイッチ２５
Ａ、Ｎｅａｒスイッチ２５Ｂ（図２）からなる光学拡大
スイッチ２５が用いられ、これらのスイッチ２３，２５
の操作信号はＣＰＵ８３に供給される。このＣＰＵ８３
からの制御信号は、画像処理をするプロセッサ装置８４
に入力されるが、このプロセッサ装置８４には二つの出
力端子３５，３８が設けられ、例えば一方の出力端子３
５にビデオプリンタ３６が接続され、他方の出力端子３
８にフロッピーディスク等の記録媒体を用いるデジタル
イメージファイル装置３９が接続される。
【００２１】図６には、第２例のＣＰＵ８３での動作が
示されており、この第２例でも、Step２０１にて上記操
作部１１のフリーズスイッチ２３が押されたか否かを判
定した後、YESのときはStep２０３へ移行するが、NOの
ときはStep２０２にてフリーズ動作中であるか否かが判
定され、ここでYESのときはStep２０３へ移行する。こ
のStep２０３では、Ｆａｒスイッチ２５Ａがフリーズス
イッチ２３と同時に又はフリーズ動作中に押されている
か否かが判定され、YESのときはStep２０４にてビデオ
プリンタ３６を作動させる信号を出力する。
【００２２】次のStep２０５では、Ｎｅａｒスイッチ２
５Ｂが同様に押されているか否かの判定が行われ、YES
のときはStep２０６にてプロセッサ装置３４を介してデ
ジタルイメージファイル装置を作動させる信号を出力す
る。従って、この場合はフロッピー等に静止画像データ
が記録される。なお、上記のＦａｒスイッチ２５ＡとＮ
ｅａｒスイッチ２５Ｂの両方が押されるときは、ビデオ
プリンタ３６とデジタルイメージファイル装置３９の両
方に静止画が記録されることになる。
【００２３】この第２例においても、操作部１１の両側
面にフリーズスイッチ２３と光学拡大スイッチ２５が分
かれて配置されるので、把持した手の人差し指と親指に
よる同時押し操作が容易となる。なお、当該第２例で
も、上記ビデオプリンタ３６及びデジタルイメージファ
イル装置３９の代わりに、ＶＴＲ、ハードコピー装置等*
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*の他の記録装置を用いることができる。
【００２４】上記実施形態例では、フリーズスイッチ２
３と光学拡大スイッチ２５を同時に操作したときに記録
装置を作動させたが、その他のスイッチ、例えばシャッ
タースピードスイッチ２６とフリーズスイッチ２３を同
時押しすることにより記録装置を作動させることができ
る。
【００２５】
【発明の効果】以上説明したように、本発明によれば、
画像静止スイッチと同時に又は画像静止動作中に他の所
定操作スイッチを操作したとき、記録装置の静止画記録
動作が行われるようにしたので、スイッチ数を増やすこ
となしに、より多くの機能が実行可能となる電子内視鏡
装置を得ることができる。また、請求項３記載の発明に
よれば、フリーズスイッチとその他の上記操作スイッチ
が操作部の両側面に分けられて配置されるので、把持し
た手の親指と他の指で同時押しする操作を良好に行うこ
とができるという利点がある。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施形態の第１例に係る電子内視鏡操
作部の周辺の構成を示す図である。
【図２】図１の電子内視鏡の光学拡大スイッチの構成を
示す拡大図である。
【図３】第１例の電子内視鏡装置の電気的構成を示すブ
ロック図である。
【図４】第１例の制御回路の動作を示すフローチャート
である。
【図５】実施形態の第２例の電気的構成を示すブロック
図である。
【図６】第２例の制御回路の動作を示すフローチャート
である。
【符号の説明】
１０  …  電子内視鏡、１１  …  操作部、２３  …  
フリーズスイッチ、２５  …  光学拡大スイッチ、２５
Ａ  …  Ｆａｒスイッチ、２５Ｂ  …  Ｎｅａｒスイッ
チ、３３，８３…ＣＰＵ、３６  …  ビデオプリンタ、
３９  …  デジタルイメージファイル装置。

【図３】 【図５】
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